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 松本市人権関連施策一覧        

 

【人権・男女共生課】 

事業名 令和元年度実績 令和２年度計画 

松本市 

差別撤廃 

人権擁護 

審議会 

１ 目的 

   市長の諮問に応じ、人権行政について調査 

審議するもの 

２ 会議 

   審議会開催 １１月２９日（金） 

  ｢人権施策取組み状況、人権相談事業｣ 

１ 目的 

   市長の諮問に応じ、人権行政について調査 

審議するもの 

２ 会議 

   審議会開催９月２日（水）開催予定 

  ｢人権施策取組み状況、人権相談事業、 

パートナーシップ宣誓制度」 

人権教育 

啓発事業 

１ 広報まつもとによる啓発 

・人権啓発特集ページ（１１月号） 

・人権啓発コラム「心の橋をあなたから」 

各課から寄稿（４回） 

２ 出前講座他 

企業・地区、職員研修 

３ 講演会の開催 

  人権を考える市民の集い 

   令和元年１１月２４日（日） 

Ｍウイング６階ホール 

・小・中学生人権啓発ポスター展表彰式 

・中学生人権作文コンテスト松本市表彰式 

・入選作文朗読 

・人権の花運動活動報告 

・人権啓発講演会 

講演：障害者スポーツから学ぶ共生社会の 

実現  

講師 小林 俊介 氏 

（山梨県ボッチャ協会会長）  

・同時開催 ボッチャ体験・パネル展 

（参加者 １４０名） 

 主催：松本市、松本市教育委員会、長野地方 

法務局松本支局、松本人権擁護委員協 

議会 

共催：松本市地区人権啓発推進連絡協議会、 

松本市企業人権啓発推進連絡協議会、

部落解放・人権政策確立要求松本市実

行委員会 

４ 啓発資料の提供 

⑴ 人権啓発ポスター展 

ア 市内小・中学生から募集した人権啓 

   発ポスター作品を展示（１４７点） 

・令和元年11月27日(水)～12月1日（日） 

松本市美術館 

・令和２年1月4日(金)～13日（月） 

    梓川アカデミア館 

イ 最優秀作品２点のポスターを印刷し、 

１ 広報まつもとによる啓発 

・人権啓発特集ページ（１１月号） 

・人権啓発コラム「心の橋をあなたから」 

各課から寄稿（４回） 

２ 出前講座他 

企業・地区、職員研修 

３ 講演会の開催 

  人権を考える市民の集い 

   １１月開催で調整中 

 主催：松本市、松本市教育委員会、長野地方 

法務局松本支局、松本人権擁護委員協 

議会 

共催：松本市地区人権啓発推進連絡協議会、 

松本市企業人権啓発推進連絡協議会、

部落解放・人権政策確立要求松本市実

行委員会 

４ 啓発資料の提供 

 ⑴ 人権啓発ポスター展 

⇒新型コロナウイルス感染症による臨時休 

校等の影響から、関係課と検討の結果、 

中止することとした。 

⑵ 人権啓発リーフレットの配布 

松本市企業人権啓発推進連絡協議会加入 

企業ほかへの配布 

 ⑶ 人権映画の日 Ｍウイング３階 

  ⇒新型コロナウイルス感染症の影響によ 

り、一部中止 

⑷ 人権教育・啓発ＤＶＤの購入、利用促進 

  地域、企業、学校での人権教育・啓発研修 

会等への貸出 
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公共施設で掲示 

⑵ 人権啓発リーフレットの配布 

松本市企業人権啓発推進連絡協議会加入 

企業ほかへの配布 

 ⑶ 人権映画の日（１１回）Ｍウイング３階 

  ⇒新型コロナウイルス感染症の影響によ 

り、一部中止 

⑷ 人権教育・啓発ＤＶＤの購入、利用促進 

  地域、企業、学校での人権教育・啓発研修 

会等への貸出 

・ＶＨＳ・ＤＶＤ保有数 １９９本 

・貸出し本数６６本 

５ 地区人権啓発推進事業 

 ⑴ 目的 

   市内３５地区人権啓発推進協議会による 

  地区内での人権教育・啓発事業の推進 

 ⑵ 活動 

  ア 総会、研修会 

    令和元年７月８日（月） 

「生きて逝きていくということ」 

～性同一性障害の自らの経験から～ 

    講師 伊藤 ひより 氏 

（シンガーソングライター）  

（参加者 ５４人） 

  イ 人権同和古文書研究推進（学習会４回） 

   ⇒新型コロナウイルス感染症の影響によ

り、一部中止 

  ウ 各地区における人権教育・啓発事業の 

    実施 

６ 企業人権啓発推進事業 

  松本市企業人権啓発推進連絡協議会 

 （令和元年7月1日現在 会員企業282社） 

⑴ 目的 

 企業人権啓発推進連絡協議会による職場 

  での人権教育・啓発事業の推進 

 ⑵ 活動 

   役員会・総会・研修会 

令和元年７月１７日（水） 

「SDGｓと企業経営の関係 ～人権の視点

から～」 

講師 大室 悦賀 氏（長野県立大学 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学部教授） 

 （参加者 ６０人） 

⑶ 人権啓発講座 

   ８月～１１月 年間４回開催中 

 第１回 令和元年８月２７日（火） 

  メンタルヘルス～あなたもゲートキーパー 

“気づいてつなぐ心の支援”～ 

講師 伊藤かおる 氏（株式会社コミュニ 

５ 地区人権啓発推進事業 

 ⑴ 目的 

   市内３５地区人権啓発推進協議会による 

  地区内での人権教育・啓発事業の推進 

 ⑵ 活動 

  ア 総会、研修会 

   ⇒新型コロナウイルス感染症の影響によ

り、総会は書面表決、研修会は中止 

  イ 人権同和古文書研究推進 

  ウ 各地区における人権教育・啓発事業の 

   実施 

６ 企業人権啓発推進事業 

  松本市企業人権啓発推進連絡協議会 

 （令和２年7月1日現在 会員企業275社） 

⑴ 目的 

 企業人権啓発推進連絡協議会による職場 

  での人権教育・啓発事業の推進 

 ⑵ 活動 

   役員会・総会・研修会 

⇒新型コロナウイルス感染症の影響によ

り、役員会・総会は書面表決、研修会は

中止 

⑶ 人権啓発講座 

   ⇒新型コロナウイルス感染症の状況を見守 

りながら、９月末を期限に開催可否等を 

判断 
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ケーションズ・アイ代表取締役社長）  

（参加者 １１名） 

第２回 令和元年９月２４日（火） 

パワハラ防止に役立つ  

～怒りのコントロール術～ 

講師 土田 英文 氏（一般社団法人日本 

アンガーマネジメント協会） 

（参加者 ２４名） 

第３回 令和元年１０月１７日（木） 

外国人と共に働く～「やさしい日本語」と 

コミュニケーション術～ 

 講師 佐藤 佳子 氏（特定非営利活動法人 

 中信多文化共生ネットワーク 

日本語教育アドバイザー ） 

（参加者 １０名） 

第４回 令和元年１１月２６日（火） 

ワーク・ライフ・マネジメントを推進し、 

すべての職員が輝ける職場環境の実現へ 

～長野銀行 女性活躍推進の取組み～ 

講師 中平 明美 市（長野銀行長野営業部 

 法人担当部長） 

（参加者 １６名） 

多文化 

共生推進

事業 

１ 目的 

  第１０次基本計画に盛り込まれた「外国人 

 の人権を尊重し、国際交流を通して生活スタ 

 イルや考え方を互いに認め合い、多文化共生 

 に対する意識醸成」に向けて、多文化共生 

 地域づくりを進めるため、多文化共生プラ 

 に盛り込まれた各施策を推進するもの。 

２ 活動実績 

 ⑴ 多文化共生推進プランの進行管理 

   多文化共生推進協議会の開催（３回） 

 ⑵ コミュニケーション支援 

  ア ポルトガル語相談員の設置 

    日系ブラジル人等に向けた相談窓口の 

実施 

    相談件数１，２６１件／年 

イ 多言語相談の実施 

    多文化共生プラザにおいて、英語、ポ 

ルトガル語、中国語、タガログ語、タイ 

語での相談受付 

相談件数３７７件／年(４月～３月) 

ウ 多言語情報の提供 

    本市で生活する上で必要となる情報を 

まとめた多言語ガイドブックをポルトガ 

ル語、中国語、やさしい日本語など８か

国語で作成し窓口等で提供。また多言語 

情報をホームページに掲載。 

  エ 日本語学習支援の実施 

１ 目的 

  第１０次基本計画に盛り込まれた「外国人 

の人権を尊重し、国際交流を通して生活スタ

イルや考え方を互いに認め合い、多文化共生 

に対する意識醸成」に向けて、多文化共生の 

地域づくりを進めるため、多文化共生プラン 

に盛り込まれた各施策を推進するもの。 

２ 活動計画 

 ⑴ 多文化共生推進プランの進行管理 

   多文化共生推進協議会の開催（５回） 

   第３次多文化共生推進プラン（案）作成

作業 

 ⑵ コミュニケーション支援 

ア ポルトガル語相談員の設置 

    日系ブラジル人等に向けた相談窓口の 

実施 

イ 多言語相談の実施 

多文化共生プラザにおいて、英語、ポ 

ルトガル語、中国語、タガログ語、タイ 

語等１１言語以上での相談に対応 

ウ 多言語情報の提供 

    本市で生活する上で必要となる情報を 

まとめた多言語ガイドブックをポルトガ 

ル語、中国語、やさしい日本語など８か

国語で作成し、市ホームページへ掲載。

ネパール語追加し、９カ国語に対応予定。 

エ 日本語学習支援の実施 
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市内各公民館で開催されている日本語 

教室の開催を支援（中央公民館他） 

 ⑶ 生活支援 

  ア 防災 

・市総合防災訓練 外国人住民３人参加

（岡田地区） 

・外国人住民のための防災ハンドブック 

をやさしい日本語版も含め７言語で作成 

し、市ホームページへ掲載 

  イ 教育 

・松本市子ども日本語教育センターの設 

置（学校指導課） 

ＮＰＯ法人中信多文化共生ネット 

    ワークが受託。松本市に在住する外国 

    人子弟の不就学をなくすとともに、 

市内小中学校に在籍し、日本語習得が 

十分でない外国人児童・生徒が学校生 

活に適応できるように日本語学習支援 

等を行う。 

・就学前ガイダンス、高校進学前ガイダ

ンスの実施（いずれも学校指導課主催） 

⑷ 多文化共生の地域づくり 

ア 地域社会に対する意識啓発 

・在住外国人による文化情報の発信及び 

交流イベント開催 

    延べ１３回開催、 

延べ３３３人参加 

   ・多文化共生フォーラム 

３月７日（土）開催予定も、新型コロナ

ウイルス感染症拡大防止のため、開催中止 

   ・出前講座（４回） 

    ８０人参加 

  イ 多文化共生プラザの設置運営 

    ＮＰＯ法人中信多文化共生ネットワー 

クへ業務委託 

・総利用者数 ４，９６０人 

・相談件数  １，７０２件 

   ・多言語相談利用件数 ３７７件 

  ウ 外国人住民の自立と社会参画 

   ・キーパーソンネットワークの構築に向

けた取組み １０月３０日（水）意見交

換会開催 

    参加者２６人（内 外国由来の方１２人） 

 ⑸ 多文化共生実態調査 

 松本市における多文化共生に関して、日

本人住民、外国人住民の意識や実態を把握す

るため、日本人住民 1,000 人、外国人住民

1,400人、事業所277社に対するアンケート

調査を実施。 

・市内各公民館で開催されている日本 

語教室の開催を支援（中央公民館他） 

⑶ 生活支援 

ア 防災 

・災害多言語支援センター設置訓練 

８月３０日（日） 

・外国人住民のための防災ハンドブック 

をやさしい日本語版も含め７言語で作成 

し、市ホームページへ掲載。ベトナム語、

ネパール語を追加し、９カ国語に対応予

定 

イ 教育 

   ・松本市子ども日本語教育センターの設 

置（学校指導課） 

ＮＰＯ法人中信多文化共生ネット 

   ワークが受託。松本市に在住する外国人 

子弟の不就学をなくすとともに、市内小 

中学校に在籍し、日本語習得が十分でな 

い外国人児童・生徒が学校生活に適応で 

きるように日本語学習支援等を行う。 

・就学前ガイダンス、高校進学前ガイダ

ンスの実施（いずれも学校指導課主催） 

⑷ 多文化共生の地域づくり 

ア 地域社会に対する意識啓発 

・在住外国人による文化情報の発信及び

交流イベント開催 

   ・出前講座及の実施 

   ・多文化共生フォーラムの開催 

イ 多文化共生プラザの設置運営 

ＮＰＯ法人中信多文化共生ネットワー

クへ業務委託 

    多言語など相談事業、情報発信、交流、 

異文化理解事業及び支援事業の実施 

  ウ 外国人住民の自立と社会参画 

   ・キーパーソン研修会の開催 



5 

 

女性セン

ター 

相談事業 

１ 面接相談 

  心の悩みや夫婦の問題等生活全般について 

 相談員による相談を実施。 

  時間 午後１時～午後４時 

  ※第４金のみ午後４時～午後７時 

  （月・火・木・金） 

  相談件数 ２１７件（前年２４６件） 

２ 電話相談 

⑴ 電話相談 

心の悩みや夫婦の問題等生活全般につい 

て相談員による相談を実施。 

 時間 午前９時～正午 

  （毎週火・金、第１・３水） 

  相談件数 １２８件（前年１２９件） 

⑵ 男性電話相談 

  仕事や人間関係等の悩みで生きにくさを 

感じている男性に対して、男性相談員による 

電話相談を実施。 

 時間 午後５時～８時 

 （毎週第２、３、４火） 

 相談件数 ２７件（前年２４件） 

３ 女性弁護士相談 

  法律について女性のための女性弁護士によ 

 る相談を実施。 

  毎月第２火・第４月曜日  

午後１時３０分～午後３時３０分 

  相談件数 ９３件（前年８９件） 

１ 面接相談 

  令和元年度と同じ日程で実施予定 

２ 電話相談 

  令和元年度と同じ日程で実施予定 

３ 女性弁護士相談 

  令和元年度と同じ日程で実施予定 

 

 

【行政管理課・平和推進課】 

事業名 令和元年度実績 令和２年度計画 

松本市平

和祈念式

典 

【松本市平和祈念式典】 

１ 趣旨 松本市平和都市宣言が目指す「核兵

器の廃絶と戦争のない明るい住みよいあすの

郷土」づくりを進めるため、平和祈念碑「平

和の誓い」のもとに市民が集まり、平和の尊

さを次世代に継承し、世界恒久平和の実現を

祈念するため開催したもの 

２ 期日 令和元年８月１５日（木） 

３ 内容 黙とう、折鶴献呈、広島平和記念式

典参加中学生感想文発表、平和へのメッセー

ジ、平和都市宣言朗読、平和合唱、原爆ポス

ター展の併設 

４ 参加者 約８００名 

【松本市平和の集い】 

１ 趣旨 平成２３年の国連軍縮会議の開催を

機に、多くの市民に広がった平和の連鎖反応

の継続を目的として開催したもの 

２ 期日 令和元年８月１５日（木） 

【松本市平和祈念式典】 

１ 趣旨 松本市平和都市宣言が目指す「核兵

器の廃絶と戦争のない明るい住みよいあすの

郷土」づくりを進めるため、平和祈念碑「平

和の誓い」のもとに市民が集まり、平和の尊

さを次世代に継承し、世界恒久平和の実現を

祈念するため開催したもの 

２ 期日 令和２年８月１５日（土） 

３ 内容 新型コロナウイルス感染拡大防止の 

観点から、規模を縮小して開催します。 

  式辞、黙とう、平和都市宣言朗読、平和の 

詩の朗読、平和へのメッセージ、平和合唱 

４ 参加者 約７０名 
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３ 内容 小学生による平和の詩の朗読、被爆

体験伝承者講話 

４ 参加者 約２００名 

広島平和

記念式典

参加事業 

１ 趣旨 被爆地広島を訪れ、平和記念式典へ

の参加や被爆体験者の講話等を通して、平和

意識の向上を図ったもの 

２ 期日 令和元年８月５日(月)～７日(水) 

３ 内容 広島平和記念式典への参加、被爆体

験者の講話、平和祈念資料館等の見学、レ 

ポート集の作成 

４ 参加者 市内中学校の２年生代表４２名、

事務局５名 

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から

事業中止しました。 

松本市小

中学生平

和ポスタ

ー展 

１ 趣旨 松本市平和都市宣言が目指す「核兵

器の廃絶と戦争のない明るい住みよいあすの

郷土づくり」を進めるため、平和ポスター展

を通じて、平和の尊さ、戦争の悲惨さを多く

の皆さんに知っていただき、平和意識の高揚

を図ったもの 

２ 期日 令和元年１０月３１日(木)～１１月 

４日(日) 

３ 出展数 ４１７点（小学生３４８点・中学

生６９点） 

４ 会場 松本市美術館多目的ホール 

５ 表彰式 佳作入賞者までの１２人を表彰 

６ 観覧者数 ８３３名 

小中学校において長期にわたって臨時休校措

置がなされ、夏休みの短縮等の措置がされたこ

とから、現状においてポスター作成を依頼する

ことは学校や子どもたちに負担を強いることか

ら事業中止しました。 

松本ユー

ス平和 

ネット 

ワーク 

 

１ 趣旨 平和の連鎖を若者世代で途切れさせ

ることなく、より一層広げていくため、若者

が平和について考え、学習し、発信する機会

を設けることで、松本から世界へ平和を発信

できる人材の育成を図ったもの 

２ 期日 通年 

３ 内容 平和学習会、長崎市平和訪問、平和

都市宣言の日イベントへの参加、小中学校出

前授業、留学生意見交換会、フォトジャーナ

リスト安田菜津紀さんによる講演会の開催等 

１ 趣旨 平和の連鎖を若者世代で途切れさせ

ることなく、より一層広げていくため、若者

が平和について考え、学習し、発信する機会

を設けることで、松本から世界へ平和を発信

できる人材の育成を図ったもの 

２ 期日 通年 

３ 内容 平和学習会、長崎市平和訪問、小中

学校出前授業、留学生意見交換会の開催等 

 

親子平和

教室 

１ 趣旨 平和の大切さや命の尊さについて親

子で考え、若い世代に平和の連鎖を広げる取

り組みとして開催したもの 

２ 期日 令和元年９月２１日(土) 

３ 内容 太平洋戦争で旧日本軍の兵士として

出征し、生還した父親の体験を中心とした講

話 

４ 参加者 約１３０名 

５ その他 第８回学都松本フォーラム内で開催 

 

職員研修 １ 研修名 平和推進事業研修 

２ 期日 令和２年２月１３日（木） 

３ 対象 全職員（特に採用１～５年目の職員） 

４ 講師 平和事業研修参加者、平和推進課職

員 

１ 研修名 平和推進事業研修 

２ 期日 令和３年１月２１日（木） 

３ 対象 全職員（特に採用１～５年目の職員） 

４ 講師 平和事業研修参加者、平和推進課職

員 
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５ 内容 平和首長会議、日本非核宣言自治体 

協議会が主催する研修参加者による報告、平 

和行政の取組み紹介 

５ 内容 平和首長会議、日本非核宣言自治体

協議会が主催する研修参加者による報告、平

和行政の取組み紹介 

 

 

【職員課】 

事業名 令和元年度実績 令和２年度計画 

職員研修 

 

 

１ 内容 人権・男女共同参画 

２ 期日 令和元年９月２５日（水） 

３ 対象 新規採用職員９９名 

４ 講師 人権・男女共生課職員 

１ 内容  人権・男女共同参画 

２ 期日  令和２年９月２５日（金） 

３ 対象  新規採用職員 

４ 講師  人権・男女共生課職員 

職員研修 １ 研修名 障害者差別解消法・あいサポー 

ター研修 

２ 期日 令和元年７月２２日（月） 

３ 対象 全職員３７名（部課長人権研修対象） 

４ 講師 障害福祉課職員 

１ 研修名 障害者差別解消法・あいサポー 

ター研修 

２ 期日 令和２年８月１９日（水） 

３ 対象 全職員（部課長人権研修対象） 

４ 講師 障害福祉課職員 

職員研修 

 

 

 

１ 研修名 人権研修 

２ 内容、期日等 

 ⑴ 海外の男女共同参画の状況を知り、男女

共同参画意識の醸成を図るもの。   

  令和元年９月１２日（木） 

   全職員４５名（部課長人権研修対象） 

 ⑵ 外国人住民等へ伝えるためのコミュニ 

ケーションの秘訣を習得するもの。 

   令和元年１０月１０日（木） 

   全職員３６名（部課長人権研修対象） 

１ 研修名 人権研修 

２ 内容、期日 

 ⑴ 外国人住民等へ伝えるためのコミュニ 

ケーションの秘策（やさしい日本語）を習 

得するもの。 

   令和２年８月５日（水） 

 ⑵ 性的少数者への正しい理解を深めること 

を目的に、多様な性のあり方等について 

学ぶ 

   令和２年１０月１４日（水） 

３ 対象 全職員（部課長人権研修対象） 

職員研修 １ 研修名 認知症に関する研修 

２ 期日 令和元年１０月２日（水） 

３ 対象 全職員６８名（部課長人権研修対象） 

４ 講師 高齢福祉課職員 

１ 研修名 認知症に関する研修 

２ 期日 令和２年１０月９日（金） 

３ 対象 全職員（部課長人権研修対象） 

４ 講師 高齢福祉課職員 

職員研修 １ 研修名  人権啓発研修 

２ 内容、期日 

第１回 令和元年８月２７日（火） 

  メンタルヘルス～あなたもゲートキーパー 

“気づいてつなぐ心の支援”～ 

講師 伊藤かおる 氏（株式会社コミュニ 

ケーションズ・アイ代表取締役社長）  

第２回 令和元年９月２４日（火） 

パワハラ防止に役立つ  

～怒りのコントロール術～ 

講師 土田 英文 氏（一般社団法人日本 

アンガーマネジメント協会） 

第３回 令和元年１０月１７日（木） 

外国人と共に働く～「やさしい日本語」と 

コミュニケーション術～ 

 講師 佐藤 佳子 氏（特定非営利活動法人 

 中信多文化共生ネットワーク 

日本語教育アドバイザー ） 

１ 研修名 人権啓発研修 

２ 内容、期日 未定（全４回） 

３ 対象 全職員 
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第４回 令和元年１１月２６日（火） 

ワーク・ライフ・マネジメントを推進し、 

すべての職員が輝ける職場環境の実現へ 

～長野銀行 女性活躍推進の取組み～ 

講師 中平 明美 市（長野銀行長野営業部 

 法人担当部長） 

 

 

【総合戦略課】（政策課） 

事業名 令和元年度実績 令和２年度計画 

ユニバー

サルデザ

イン意識

啓発事業 

１ 趣旨  

  平成２０年５月に｢松本市ユニバーサルデ

ザイン推進基本指針｣を策定し、ユニバーサル

デザインの考え方をまちづくりの基本的な姿

勢として、さらに具体化に向け取り組みを推

進する。 

２ 事業内容 

 ⑴ 松本市ユニバーサルデザイン推進会議の

開催 

 ⑵ 広報まつもと特集号 １１月号 

 ⑶ 小学校４年生への啓発パンフレット配布 

  【２８校 ２，５００部】 

 ⑷ 一般社団法人まつもとユニバーサルデザ

イン研究会との連携事業 

 ⑸ 出前講座の実施 

１ 趣旨  

  平成２０年５月に｢松本市ユニバーサルデ

ザイン推進基本指針｣を策定し、ユニバーサル

デザインの考え方をまちづくりの基本的な姿

勢として、さらに具体化に向け取り組みを推

進する。 

２ 事業内容 

 ⑴ 松本市ユニバーサルデザイン推進会議の

開催 

 ⑵ 広報まつもと特集号 １１月号 

 ⑶ 小学校４年生への啓発パンフレット配布 

  【２８校 ２，３００部】 

 ⑷ 一般社団法人まつもとユニバーサルデザ

イン研究会との連携事業 

 ⑸ 出前講座の実施 

 

 

【地域づくり課】 

事業名 令和元年度実績 令和２年度計画 

買い物弱

者相談事

業 

日常の買い物に不便を感じている人の相談に

応じ、情報の提供を実施。解決に向けて関係課

及び業者・団体等と連携して対応する。 

 令和元年度相談件数 １件 

日常の買い物に不便を感じている人の相談に

応じ、情報の提供を実施。解決に向けて関係課

及び業者・団体等と連携して対応する。 

 

 

【市民課】 

事業名 令和元年度実績 令和２年度計画 

住民基本

台帳事務

における

支援措置 

配偶者からの暴力やストーカー行為及び児童

虐待などの被害者を保護するため、申し出に基

づき、住民基本台帳の閲覧制限・住民票及び戸

籍の附票の写しなどの交付を制限する支援措置

を実施しました。 

配偶者からの暴力やストーカー行為及び児童

虐待などの被害者を保護するため、引き続き支

援措置の申し出に基づき、住民基本台帳の閲覧

制限・住民票及び戸籍の附票の写しなどの交付

を制限する支援措置を実施します。 

本人通知

制度 

代理人申請による住民票の写し、戸籍の謄

本・抄本の不正取得や虚偽の届け出を防ぐため、

また個人情報を保護するため、委任者本人へ通

知を速やかに送付しました。 

また、個人情報保護の条例による開示請求にも

迅速に対応しました。 

市民に安心や安全を提供するため、代理人に

よる住民票の写しや、戸籍の謄本・抄本などの

不正取得や虚偽の届け出を防ぎ、また個人情報

を保護するため、委任者本人への通知を速やか

に行います。また、個人情報保護の条例による

開示請求があった場合には迅速に対応します。 
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【福祉計画課】 

事業名 令和元年度実績 令和２年度計画 

災害時 

要援護者 

支援プラ

ン推進事

業 

１ 避難行動要支援者名簿の作成準備 

令和２年４月施行の避難行動要支援者名簿

の運用に向けて名簿作成に必要な準備を実施 

・災害時等要援護者登録制度と避難行動要支

援者名簿の統合作業 

・名簿登載者に対して、平常時から名簿情報

を外部提供することについて意向確認調査

を実施 

（対象者数15,388人、提供者数13,064人） 

・地域関係者（町会、民生委員、防災連合会、

消防団）及び関係団体（社会福祉協議会、

地域包括支援センター、警察署、消防局）

等と調整 

２ 福祉避難所体制の拡充 

・松本市総合防災訓練にあわせて、福祉避難

所開設運営訓練を実施 

・福祉避難所の設置に関する協定を１法人１

事業所と締結 

（令和元年度末：２８法人７０事業所） 

災害時等に困難を抱えやすい高齢者や障害者

等の要援護者を支援するため災害時要援護者支

援プランに基づき、関係部署間でより効果的で

実働的な要援護者支援を推進する。 

１ 避難行動要支援者名簿の運用 

 平常時から地域関係者（町会、民生委員等）

に名簿情報を提供するとともに、地区の実情

に応じた避難支援体制づくりを庁内関係課や

社協と連携して支援する。 

２ 福祉避難所の体制拡充 

避難所生活において配慮が必要な方の２次

避難先として、福祉避難所開設運営訓練の実

施と必要に応じ福祉避難所開設運営マニュア

ルの見直し等を行う。 

 

【障害福祉課】 

事業名 令和元年度実績 令和２年度計画 

障害者福

祉啓発推

進事業 

１ 障害者週間（12/3～12/9）に伴い、障害及

び障害者に対する理解推進を図るためのイベ

ントを開催 

 ○日時 １２月５日（木） 

 ○内容 パネルディスカッション、 

障害者スポーツ体験会 

２ 県や障害者団体と連携し、各種スポーツ大

会（７月：松本地区、９月：長野県）や文化

芸術祭の開催、後援等を通して障害者の社会

参加や市民への理解促進を図った。 

３ 障害者差別解消法の周知・啓発 

 「信州あいサポート運動」の紹介を兼ね、研

修会を行い障害の種類や状況の周知啓発を 

行った。 

１ 障害者週間に合わせたイベントの開催 

２ 障害者文化芸術祭への参加 

３ 研修会による啓発推進 

障害者権

利擁護推

進事業 

１ 成年後見制度利用支援事業の推進 

「成年後見支援センターかけはし」の運営助成 

２ 「成年後見支援センターかけはし」と連携 

し、権利擁護に係る相談支援体制の充実を 

図った。 

１ 成年後見制度利用支援事業の推進 

「成年後見支援センターかけはし」の運営助成 

２ 「成年後見支援センターかけはし」と連携

し、権利擁護に係る相談支援体制の充実を図

る。 

高齢者・

障害者虐

待防止 

ネットワ

ークによ

る支援 

協議会開催（年２回） 

 関係団体等の連携、情報交換、事例検討を実

施した。また、協議会の事業計画に基づき周知・

啓発を通じて虐待防止を推進した。 

協議会開催（年２回） 

関係団体等の連携、情報交換、事例検討を行

う。また、協議会の事業計画に基づき周知・啓

発を通じて虐待防止を推進する。 
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【高齢福祉課】 

事業名 令和元年度実績 令和２年度計画 

成年後見

制度利用 

支援事業 

判断能力が十分でない認知症高齢者で、成年

後見制度の利用が必要な状況にありながら申立

人がいない場合に、市長が成年後見等の審判請

求を行った。 

審判請求件数 １３件 

判断能力が十分でない認知症高齢者で、成年

後見制度の利用が必要な状況にありながら申立

人がいない場合に、市長が成年後見等の審判請

求を行う。 

また、生活保護受給者等が後見人への報酬を

支払えない場合に、報酬の助成を行う。 

高齢者・

障害者虐

待防止 

ネットワ

ークに 

よる支援 

・関係団体の２１団体で構成する高齢者・障害

者虐待防止ネットワーク協議会（以下：協議会）

を年２回開催（7/16、1/30） 

・関係団体等との連携・情報交換・事例検討等、

事業計画に基づく啓発事業を実施 

・高齢者・障害者虐待防止市民啓発講演会（2/27） 

⇒新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

・関係団体への虐待防止チラシ、リーフレット

配布 

・松本駅前広場での虐待防止啓発ポケット 

ティッシュの配布（9/26） 

・関係団体の２１団体で構成する高齢者・障害

者虐待防止ネットワーク協議会（以下：協議会）

を年２回開催 

・関係団体等との連携・情報交換・事例検討等、

事業計画に基づく啓発事業を実施 

・第１回協議会で年間事業計画を協議 

・高齢者・障害者虐待防止市民啓発講演会開催 

・ポケットティッシュ配布等による市民啓発活    

動 

高齢者権

利擁護推

進事業 

・年６回偶数月に市役所本庁舎１階市民相談室

で成年後見制度相談会を開催 

・「成年後見支援センターかけはし」に近隣の２

市５村で運営費を補助。権利擁護に係る相談、

後見支援体制に充実を図った。 

年６回偶数月に市役所本庁舎１階市民相談室で

成年後見制度相談会を開催 

・「成年後見支援センターかけはし」に近隣の２

市５村で運営費を補助。権利擁護に係る相談、

後見支援体制に充実を図る。 

 

 

【健康づくり課】 

事業名 令和元年度実績 令和２年度計画 

自殺予防

対策事業 

１ 自殺予防対策推進協議会の開催 

７月１９日（金） 

２ 相談支援事業 

自殺予防専用相談｢いのちのきずな松本｣の 

開設 

相談日数２４０日  

実人数５５人、延べ人数１，３６２人 

３ 気づき見守る地域づくり 

地区役員及び希望する団体への自殺予防・

こころの健康に関する講座の開催 

（１０６回 ２，３７１人） 

４ 普及啓発の推進 

⑴  若い世代への啓発 

ア 中学２年生とその保護者への自殺予防

に関するパンフレット、リーフレットの

配布 

（市内中学校２年生２，３０８人とその保 

護者） 

イ 中学３年生・高校３年生への啓発 

  （新生活応援レシピへの自殺予防に関する 

１ 自殺防対策推進協議会の開催 

７月・２月 開催予定 

２ 相談支援事業 

自殺予防専用相談｢いのちのきずな松本｣の 

開設 

 

 

３ 気づき見守る地域づくり 

地区役員及び希望する団体への講座の開催 

 

 

４ 普及啓発の推進 

⑴ 若い世代への啓発 

中学２年生とその保護者、小学４年生と 

その保護者への自殺予防に関するパンフ 

レット、リーフレットの配布 

   市内高校等への相談窓口啓発ステッカー 
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内容の掲載 中３: ２，４９９人、 

高３: ２，８４０人へ配布） 

  ウ 小学４年生に自殺予防のリーフレット 

（絆創膏）の配布（市内小学校４年生： 

１，９７９人） 

⑶ 広報まつもとによる啓発（特集号掲載９ 

月号） 

⑷ 自殺対策強化月間（３月）にあわせ、図

書館にて 自殺予防・こころの健康に関す

るテーマ展示 

５ 自死遺族等への支援 

「分かち合いの会」等の周知及び会場の確保 

の配布 

⑵ 街頭キャンペーンの実施 

⑶ 広報まつもとによる啓発（特集号掲載） 

⑷ 図書館でのテーマ展示 

５ 自死遺族等への支援 

 

エイズ・

性感染症 

予防事業 

 

 

 

 

１ 松本市エイズ・ＨＩＶ等性感染症予防啓発

推進協議会の開催 

令和元年８月７日（水） 

２ 協議会内に小委員会を設置し、課題を協

議・検討する体制づくり 

「こどもの教育」専門部会：１回開催、 

「施設受け入れ」専門部会：１回開催 

３ 出前講座の実施 

学校 ９４回、７，９６９人 

４ 施設・事業者向け研修会 

  ２回開催 

５ 街頭啓発キャンペーンへの協力 

令和元年１１月２５日（月） 松本駅で啓

発用ティッシュ配布（松本保健福祉事務所主

催） 

１ 松本市エイズ・ＨＩＶ等性感染症予防啓発

推進協議会の開催（令和２年８月予定） 

２ 協議会内に小委員会を設置し、課題を協

議・検討する体制づくり 

「こどもの教育」専門部会：１～２回開催、 

「施設受け入れ」専門部会：１～２回開催 

３ 出前講座の実施 

  学校他 

４ 施設・事業者向け研修会 

  １～２回開催 

５ 街頭啓発キャンペーンへの協力 

令和２年１１月松本駅で啓発用ティッシュ

配布（松本保健福祉事務所主催） 

 

 

【こども育成課】 

事業名 令和元年度実績 令和２年度計画 

子どもの

権利推進

事業 

 

子どもの権利に関する施策を推進するため、

策定した「松本市子どもにやさしいまちづくり

推進計画」に基づいて、地域の中で子どもが一

人の市民として尊重される基盤づくりに取り組

みます。 

１ 子どもにやさしいまちづくり委員会の開催 

 ５月２７日（月）、７月１８日（木）、 

１０月１０日（木）、１２月１９日（木）、 

１月２０日（月）、２月１０日（月）に委員会

を開催し、令和２年度からの第２次計画策定

に向けた取組みをしました。 

２ 子どもの権利相談室「こころの鈴」の運営 

「相談室案内カード」、「こころの鈴通信」を

市内小中学校、高校に配布したほか、児童館・

児童センターへの出前学習会を実施しまし

た。 

子どもの権利に関する施策を推進するため、

策定した「第２次松本市子どもにやさしいまち

づくり推進計画」に基づいて、地域の中で子ど

もが一人の市民として尊重される基盤づくりに

取り組みます。 

１ 子どもにやさしいまちづくり委員会の開催 

２ 子どもの権利相談室「こころの鈴」の運営 

３ 子どもの権利の普及・啓発事業 

４ まつもと子どもスマイル運動の実施 

５ まつもと子ども未来委員会の開催 

６ 先進都市との子ども交流事業の実施 
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 相談件数 延べ ４７３件 

 

 

３ 子どもの権利の普及・啓発事業 

⑴ 市内小中学校に学習パンフレット及び子

どもの権利ニュースを配布しました。 

⑵ １１月に市内の小中学校において、校内

放送を利用して子どもの権利の周知を図る

とともに、市内大型店舗でパネル展を実施

しました。 

⑶ １２月１日（日）に「子どもの権利の日

市民フォーラム」を開催し、市民に広く周

知を図りました。 

４ まつもと子どもスマイル運動の実施 

 登録者数：１，２４２名 

５ まつもと子ども未来委員会の開催 

 開催回数：１６回 

延べ参加者数：３１３名 

６ 先進都市との子ども交流事業の実施 

 宗像市・福津市との交流（宗像市内） 

 ８月６日（火）～９日（金）参加者１０名 

青少年問

題・いじ

め問題対

策連絡協

議会の開

催 

１ ｢地方青少年問題協議会法｣及び｢松本市青

少年問題・いじめ問題対策連絡協議会条例｣に

より設置され、青少年の健全育成に関する総

合的施策の樹立のための審議及び連絡調整を

行っています。 

２ 構成等 

・委員数 ３２人（定数３５人） 

・委 員 会長 松本市長 

      関係行政機関、学校教育関係者、 

保健医療関係者、有識者 

３ 開催日・内容 

⑴ ７月８日（月）に会議を開催 

⑵ 内容 

ア 青少年問題に関わる取組み 

イ 子どもの権利推進事業に関わる取組み 

ウ 子どもの未来応援事業の取組み 

エ 市内小中学校のいじめの状況について 

オ 青少年ホームの取組み 

 

１ ｢地方青少年問題協議会法｣及び｢松本市青

少年問題・いじめ問題対策連絡協議会条例｣に

より設置され、青少年の健全育成に関する総

合的施策の樹立のための審議及び連絡調整を

実施 

２ 開催日・内容 

⑴ 開催日 令和２年７月３１日（金） 

⑵ 内容 

 ア 報告事項 

  (ｱ) 青少年問題に関わる取組みについて 

  (ｲ) 子どもの権利推進事業に関わる取 

組みについて 

  (ｳ) 子どもの未来応援事業の取組みに 

ついて 

  (ｴ) 内小中学校のいじめの状況・取組み 

について 

   (ｵ) 青少年ホームの取組みについて 

  (ｶ) 新型コロナウイルス感染症対策に 

ついて 

 イ 協議事項 

(ｱ) 子どものメディア環境について 

(ｲ) 松本市の補導活動の在り方について 

 (ｳ) その他 

メディ

ア・リテ

ラシー講

座 

メディアを読み解く力の育成」をテーマに、

市内小中学校で、親子を対象にＩＴの専門家を

講師とした啓発講座を開催 

令和元年度実績 

小学校 ２２校 ２，０３６人（児童） 

児童や生徒がインターネットやスマートフォ

ンの適切な使い方やルールづくりなどを学ぶた

めの「メディア・リテラシー講座」を市内の小

中学校の児童・生徒、保護者、教師を対象に開

催 
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中学校  ８校 ２，４５４人（生徒） 

小中学校 ０校        ０人（児童・生徒） 

 

【こども福祉課】 

事業名 令和元年度実績 令和２年度計画 

児童虐待

相談事業 

児童虐待を含む子育て相談に対応するととも

に、庁内関係課、教育委員会等と情報共有を行

い、適切な支援の実現を図った。また、子育て

を行う親を対象とした講座を開講し、子どもの

養育環境改善に努めた。 

１ 処遇検討会議 

ケースワーカー、家庭児童相談員、女性相

談員、保健師、保育士、教育相談員、教育委

員会指導主事による検討会議で、情報共有と

対応方針の協議を行った。 

新規家庭児童相談 ４３８件 

（内：児童虐待  ３６件） 

２ 子育て支援講座 

児童虐待の予防を目的に、子育てを行う親

に対しペアレントトレーニングを実施した。 

９回開催 延べ９６人 

・児童虐待防止、予防のため関係機関との連携

を密にするとともに、迅速な対応と必要に応じ

て的確な支援の実施 

・庁内関係課等との処遇検討会議の継続実施 

・児童虐待予防を目的としたペアレントトレー

ニングの提供により、子どもに対し不適切な対

応をしている親に暴力や暴言を使わずに子ども

を育てる技術を伝え、虐待の予防や回復を目指

す。 

要保護児

童対策 

地域協議

会運営 

 

 児童虐待防止のため関係機関との連携を図

り、早期発見、早期対応に努めている。年１回

の代表者会議に加え、年４回の実務者会議では

虐待ケースの進行管理を行うとともに、個別 

ケースの支援会議を随時開催により、要保護児

童世帯に対する効果的対応、支援を行った。 

 また、新生児の養育が困難となることが予測

される妊婦を特定妊婦とし、年４回の実務者会

議(特定妊婦)の開催により、胎児と妊婦の安全

確保に努めた。 

１ 代表者会議 １回 

２ 実務者会議 ８回 

（うち特定妊婦に関する会議４回） 

 児童虐待防止のため関係機関との連携を図

り、早期発見、早期対応を目的に代表者会議及

び年８回の実務者会議を開催 

１ 代表者会議 １回 

２ 実務者会議 ８回 

（うち特定妊婦に関する会議４回） 

児童虐待

防止啓発 

事業 

毎年１１月の児童虐待防止推進月間中にオレ

ンジリボンキャンペーンを実施し、児童虐待防

止に向けた市民の意識向上を図った。 

１ 第５回ながの子ども虐待防止オレンジリボ

ンたすきリレーへの参加 

２ 映画上映会・研修課開催 

３ 啓発グッズの配布、懸垂幕・横断幕の掲揚 

児童虐待防止推進月間にオレンジリボンキャ

ンペーンを実施するとともに、啓発グッズの配

布、広報まつもとに特集ページを掲載、懸垂幕・

横断幕の掲示を実施 

子どもの

未来応援 

事業 

平成２９年４月に策定した「松本市子どもの

未来応援指針」に基づき、子どもの権利侵害が

発生する恐れのある状態を子どもの貧困と捉

え、関連施策を推進した。 

１ 子どもの居場所づくり推進事業 

子どもの孤食や欠食を防ぐとともに、学習

支援や保護者支援を行い、地域の中に健康と

安全を守るための居場所づくりを通じて子ど

庁内推進会議の開催を通じて、関係施策を推

進するとともに、子どもの居場所の拡大を図る。 
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もの自己肯定感向上を図った。 

１２会場１０団体で実施 

２ 交付金団体との連絡会議 

 子どもの居場所づくりに取組む団体との協

議を行い、効果的な居場所運営に関する情報

を共有した。 

３ 子どもの居場所づくり推進事業報告書の作

成事業報告書を作成し、事業の周知、拡大を

図った。 

ひとり親

相談事業 

 

ひとり親家庭の総合的な相談に応じ、必要に

応じて母子及び父子並びに寡婦福祉資金貸付制

度の利用を勧めるなどの経済的支援や、母子生

活支援施設への入所措置等、自立に必要な支援

を実施した。 

相談件数 ３２８件 

ひとり親家庭の総合的な相談に応じ、その自

立に必要な指導、支援、情報提供を行い福祉の

増進を図る。 

 

 

【労政課】 

事業名 令和元年度実績 令和２年度計画 

職業・労

働相談 

職業相談、雇用、賃金、労働時間、職場のト

ラブルなど、労働関係全般にわたる相談につい

て、専任の相談員を配置して対応しているもの。 

１ 相談日 平日の午前９時～午後５時 

（土曜日・日曜日・祝日・年末年始を除く） 

２ 実績  

年間相談件数 １１４件 

※求人票関係の相談を、令和元年度からセン

ター１階ロビーでの自由閲覧に変更 

職業相談、雇用、賃金、労働時間、職場のト

ラブルなど、労働関係全般にわたる相談につい

て、水曜日には専任の相談員を配置して対応し

ているもの。 

１ 相談日 平日の午前９時～午後５時 

 （土曜日・日曜日・祝日・年末年始を除く） 

※水曜日以外については職員が対応し、必要

に応じて相談員に確認して相談に応じる。 

勤労者心

の健康相

談 

仕事や家庭・人間関係などで悩んでいる勤労

者及びその家族、会社関係者等を対象に、専門

のカウンセラーが相談に応じているもの。 

１ 相談日  毎月５回 

定例日の午後１時～５時 

（第１月曜日は午前8時30分～11時30分） 

２ 実績 

年間 １２３件 

仕事や家庭・人間関係などで悩んでいる勤労

者及びその家族、会社関係者等を対象に、専門

のカウンセラーが相談に応じているもの。 

相談日  毎月５回 定例日の午後１時～５時

（第１月曜日は午前8時30分～11時30分）

  

労働相談

支援事業 

労使関係や日常生活での悩みなど諸問題の解

決を図るため、ＮＰＯ法人ユニオンサポートセ

ンターに委託して専門の相談員（社会保険労務

士など）が相談に応じているもの。 

実績 年間相談数３，８３８件 

労使関係や日常生活での悩みなど諸問題の解

決を図るため、ＮＰＯ法人ユニオンサポートセ

ンターに委託して専門の相談員（社会保険労務

士など）が相談に応じているもの。 

中信地区

労働 

フォーラ

ム 

労働諸法、労働経済情勢などの学習の場と

して、長野県との連携により、中信地区労働 

フォーラム（労働問題専門講演会、労働教育講

座など）を開催し、労働者の意識向上に努めて

いるもの。 

①開催日 令和元年９月３日（火） 

「働き方改革関連法Ｑ＆Ａ ～有給休暇義務 

化、残業時間上限などの具体的対策～」 

労働諸法、労働経済情勢などの学習の場とし

て、長野県との連携により、中信地区労働フォ

ーラム（労働問題専門講演会、労働教育講座な

ど）を開催し、労働者の意識向上に努めている

もの。 

労働問題専門講演会や労働教育講座などを２

回開催予定 
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講師 特定社会保険労務士 中谷 幸喜氏 

②開催日 令和２年２月２０日（木） 

「ハラスメント防止研修 ～ハラスメントの 

ない、温かい職場づくりのためのコミュニ 

ケーション～」 

 講師 信州ライフキャリア研究所代表・長 

野県特別相談員 折山 旭 氏 

 

 

【住宅課】 

事業名 令和元年度実績 令和２年度計画 

市営住宅

へのＤＶ

被害者受

入事業

（緊急入

居） 

ＤＶ被害者を市営住宅へ緊急入居者として受け

入れるもの（期間３ヵ月、最長１年、実績０件） 
ＤＶ被害者を市営住宅へ緊急入居者として受け

入れるもの（期間３ヵ月、最長１年） 

 

 

【教育政策課】 

事業名 令和元年度実績 令和２年度計画 

第２次松

本市教育

振興基本

計画の推

進 

施策別主要事業の進捗状況を確認し、各事業

の確実な実施と改善、及び社会情勢の変化に対

応した新規の人権施策等の推進に努めました。 

概要版リーフレットを更新し、引き続き松本市

子どもの権利に関する条例や、多様性の大切さ

を記載し、各施設に配布するとともに、あらゆ

る機会をとらえ人権の大切さを周知しました。 

 引き続き施策別主要事業の進捗状況確認を行

い、各事業の確実な実施と改善を行うとともに、

第３次計画策定に向けた、人権に関する社会情

勢の分析などに取組みます。 

まつもと

市民生き

いき活動

の推進 

時代が変わっても変わることの無い大切な

「不易」な活動に取組むきっかけとして、広報

まつもとで市内各地域での実践事例を年４回紹

介しました。また、令和元年９月２１日（土）・

２２日（日）第８回学都松本フォーラムを開催

し、本活動について周知しました。 

こども部の「まつもと子どもスマイル運動」 

と連携したリーフレットを更新、全戸配布し周

知に努めました。 

引き続きあらゆる機会を捉え、それぞれが「ま

つもと市民生きいき活動」の周知を実施します。 

・広報まつもとで市内の実践事例を紹介します。 

・こども部の「まつもと子どもスマイル運動」

との連携推進について検討を続けます。 

 

 

【学校指導課】 

事業名 令和元年度実績 令和２年度計画 

学校人権

教育研究

協議会 

 

 

 

１ 内容 

⑴  講演「同和教育に関する講演会」 

⑵  グループ別研究協議会 

２ 期日・会場  

７月１２日（金） 教育文化センター  

１ 内容 

⑴ 講演会 

⑵ グループ別研究協議会 

２ 期日・会場  

７月１０日（金） 教育文化センター 

⇒新型コロナウイルス感染症予防対策のた 

め、中止  
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人権教育

研修会 

 

 

 

１ 学校人権教育研修・連絡協議会 

 ５月２９日（火）長野県総合教育センター 

２ 人権教育研修会への参加 

 ７月３１日（火） 合同庁舎 

１ 学校人権教育研修・連絡協議会 

 ５月２６日（火）長野県総合教育センター 

⇒学校人権教育研修・連絡協議会は中止 

２ 人権教育研修会への参加 

７月３０日（木） 合同庁舎 

冊子の作

成と活用 

１ 「教師自身の豊かな人権感覚」 教師自身が

子どもたちと生活の中で自己の人権感覚のあ

り方を省みるもの 

２ 「学校人権教育実践記録」学校における人

権教育実践記録 

１ 「教師自身の豊かな人権感覚」 教師自身が

子どもたちと生活の中で自己の人権感覚のあ

り方を省みるもの 

２ 「学校人権教育実践記録」学校における人

権教育実践記録 

公開授業

の実施 

市内５つのブロック中心校による研究及び公

開授業 

１ 全市公開校  

・本郷小学校 

２ ブロック中心校 

・芳川小学校 

・菅野中学校 

・清水小学校  

・梓川小学校 

市内２校による研究及び公開授業の実施 

全市公開校 

・筑摩野中学校 10月23日（金） 

・山辺小学校   11月20日（金） 

⇒全市公開は中止とするが、校内研究実践に 

は取り組む 

児童のた

めの人権

教室 

交流体験教室 

中国料理「肉まん」作り 

１１月９日（土） Мウイング 

交流体験教室 

内容、期日、実施可否も未定 

 

 

【生涯学習課・中央公民館】 

事業名 令和元年度実績 令和２年度計画 

多文化

共生事

業 

地域在住の外国由来の住民を対象に、日本語

習得の機会の提供とともに、学習を通じて相互

理解を深めながら多文化共生社会の実現を目指

す。 

１ 日本語講座 

４月～２月（全３４回）、延べ６８０人参加 

中央公民館のほか、庄内地区公民館、松南地 

区公民館、芳川公民館、波田公民館で実施 

２ 木曜午前ボランティア日本語教室 

 ４月～２月（全３７回）、延べ９２７人参加 

外国籍住民を対象に日本語取得の機会を提 

供する。 

３ 松本市ヤングにほんご教室 

 ４月～２月（全７１回）、延べ１，０５０人 

参加 

 学齢期を過ぎた外国由来の青少年の高校進 

学や就職に向けた日本語の学習支援として開   

催 

４ 松本みんなのにほんご教室 

 ４月～２月（全６７回）、延べ１，０５８人 

参加 

 外国由来の就学・就労希望の成人に対して 

のにほんご学習支援 

地域在住の外国由来の住民を対象に、日本語習

得の機会を提供。また、学習を通じて相互理解を

深めながら多文化共生社会の実現を目指す。 

 

１ 日本語講座 

中央公民館、庄内地区公民館、松南地区公民 

館、芳川公民館、波田公民館で実施 

２ 木曜午前ボランティア日本語教室 

６月～３月（全２９回） 

外国籍住民を対象に日本語習得の機会を提 

供する。 

３ 松本市ヤングにほんご教室 

６月～３月（全６１回） 

学齢期を過ぎた外国由来の青少年の高校進 

学や就職に向けた日本語の学習支援として開 

催 

４ 松本みんなのにほんご教室 

６月～２月（全５３回） 

外国由来の就学・就労希望の成人に対しての 

日本語学習支援 

５ 日本語ボランティアきっかけ講座 

 開催時期等未定 

 指導ボランティア不足解消に向けた基礎講 
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５ 松本国際ふるさと祭り「第１０回こいこい 

松本」 ６月２３日（会場：Ｍウイング）、 

８００人参加 

 参加各国のブースでの対話、文化体験、民 

族衣装の試着、長野県共催のパネルディス 

カッションの開催など 

 

⇒通年事業に関しては、新型コロナウイルス感 

染症の影響から３月は開催を見送っている。 

 

座 

 

 

６ 日本語ボランティアスキルアップ講座 

 開催時期等未定 

  指導ボランティアの発展学習講座 

 

⇒・通年事業については、新型コロナウイルス 

感染症の影響から４月、５月の開催は見合わ 

せている。 

・例年開催をしている松本国際祭り「こいこ 

い松本」は、新型コロナウイルス感染症の影 

響で令和２年度開催を中止とした。 

人権・平

和学習 

 

戦後を問う会・まつもと 

通年（全１２回）、延べ３６人参加 

参加者が人権・平和の視点から世の中の動き 

について自由に意見交換し、学習を深める場と

して開催 

 令和２年度から自主的な運営を行う学習活動

団体へと移行した。 

 

障害者

学習支

援事業 

聴覚障害者の学習支援と社会参加への意識向

上を目指すとともに、共生社会の実現に向け、

障害への理解を深め、人権・ノーマライゼー 

ション意識を醸成する。 

１ 聴覚障害者と学ぶ成人学校 

 １０月～２月（全５回）、延べ７７人参加 

 今年度は、「生活に役立つ知識」をテーマに 

５講座を開催 

２ 手話教室 

⑴ 入門手話教室「手話はじめの一歩」 

初心者対象の日常生活に関する手話教室を 

開催  

 １０月～２月（全８回）、延べ１６２人参加 

⑵ ステップアップ手話講座 

  手話奉仕員養成講座修了程度を対象に講 

座を開催 

５月～１０月（全１０回）、延べ１３２人 

参加 

３ パラスポーツ（ボッチャ）教室 

 以下事業を開催。延べ１１３人参加 

 ⑴ ボッチャ体験会 

  初心者対象の体験会を開催 

⑵ ボッチャサポーター養成講座 

⑶ ボッチャ審判体験会 

 ⑷ ボッチャ審判員養成講習会 

 

⇒入門手話教室とパラスポーツ（ボッチャ）体

験教室のうち、３月実施予定であったものは、

新型コロナウイルス感染症の影響から中止し

聴覚障害者の学習支援と社会参加への意識向

上を目指すとともに、共生社会の実現に向け、障

害への理解を深め、人権・ノーマライゼーション

意識を醸成する。 

１ 聴覚障害者と学ぶ成人学校 

１０月～２月（全５回）、募集人員：４０人 

２ 手話教室 

⑴ 中級者向け手話教室 

  １０月～３月（昼・夜、各１０回）、 

募集人員：１５人 

⑵ 初心者向け手話教室 

  今年度は、新型コロナウイルス感染症の影 

響から開催を見合わせる。 
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ている。また、パラスポーツ（ボッチャ）体

験教室のうち、１０月１４日開催のものは、

台風１９号の影響から規模を縮小して実施 

地 域 課

題 解 決

に 向 け

た 学 習

活 動 の

展開（地

区 公 民

館） 

地区人権啓発推進協議会をはじめ、公民館委

員、学級講座の企画委員、地区担当職員などに

よる話し合いから、地域課題の解決に向けた地

域づくり学習、活動として実施。 

地区人権啓発推進協議会をはじめ、公民館委

員、学級講座の企画委員、地区担当職員などによ

る話し合いから、地域課題の解決に向けた地域づ

くり学習、活動として実施。 

 


